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Daytonaのコードネームで知られるWindows NT 3.5がいよいよ日本に登場する。正式な発

売日などは、12月8日のWindows Solution Tokyoの会場で発表される予定である。

本誌ではこれに先駆け、Windows NT 3.5トライアルプログラムとして、最終評価用のβ版

を読者の皆さんに提供する。このトライアルプログラムは、β版であることと利用期限が限

定されていることを除けば、制限は一切加えられていない。このCD1枚で、十分にWin-

dows NT 3.5の魅力を体験することができる。このトライアル版を編集部で一足先に使って

みた。

Windows NT 3.5
いよいよ日本上陸
見逃せない、ネットワーク機能の充実ぶり

Windows NT 3.5はどこが凄いのか

Windowsの動向をずっと見続けてきてい

る人にとっては今更ではあるが、改めて

Windows NT 3.5がWindows 3.1やWin-

dows NT 3.1とどう違うのか、要点だけを

ピックアップしてみよう。

◆メモリが少なくても快適に動く

じつは、Daytonaの最も凄い点はここに

ある。どんな高機能なOSでも、今までの

環境より遅くなっては魅力は半減してしま

う。旧バージョンのNT 3.1では、この点で

一部のハイエンドユーザー以外は躊躇して

いたはずだ。しかし、Daytonaは違う。

i486/33MHzでメモリが16Mバイトもあれ

ば、十分に快適に動作する（ちなみに、編

集部内では14.6MバイトのPC-9801FA

（i486/16MHz）でもなんとか実用になるス

ピードで動いた）。

◆TCP/IPを含めたネットワークに完全対

応のOSである

本誌読者の皆さんにとって最も魅力的な

のがこの点だろう。Windows 3.1は確かに

使いやすいOSだが、ネットワーク環境がな

く、インターネットに接続するためには他

のソフトを購入する必要があった。Win-

dows NT 3.5では、ネットワーク機能を内

蔵しているうえに、標準的なプロトコルと

してTCP/IPを採用している。さらに、今

回のバージョンアップでは、TCP/IP関連

のドライバが強化されて高速になっている。

Windows Socketも標準で用意されている

ため、Mosaicをはじめ多くのWinSock対

応アプリケーションがそのままで動作する。

もちろん、Win32sは不要だ。

◆PPPベースのRASに対応

Windows NT 3.5では、一般回線を使っ

たリモートアクセスサービス（以下RAS）

のプロトコルに、PPP（Point to Point Pro-

tocol）を利用している。このため、RASの

機能をNTネットワークへのリモートアクセ

スだけでなく、インターネットへのリモート

アクセスとしても利用できる。実際、Win-

dows NT 3.5のPPPを使って、編集部から

IIJへのリモートアクセスをしてみた。

RASを使うには、コントロールパネルの

ネットワークから「リモートアクセスサービ

ス」を追加する。設定は思ったより簡単で、

モデムなども自動的に判別してくれる。ユ

ーザーが指定するのは、電話番号とユーザ

注）原因は不明だが、Ver

2.0 α6以降のMosaicはトラ

イアル版のWindows NT 3.5

では動作しない。α5以前の

ものなら動作するようだ。ち

なみに画面はα2。
PPPによるリモートアクセス

Mosaicが動く
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ー名やパスワードだけである。しかも、PPP

を中止すると自動的にPPPからネットワー

クカードを使ったIP接続に切り替わった。

こうした、ユーザーにバックエンドを意識

させない作りはうれしい。

注）ただし、モデムの初期化等の設定が必要なようであ

る。今回はターミナルで初期化してからRASを実行した。

MODEM.INFファイルを編集するとこの作業は不要にな

るようだ。

◆FTPやTELNETなど代表的なインターネ

ットツールが標準添付

FTPクライアントやTELNETクライアン

ト、そしてFTPサーバの機能が標準で提供

される。TELNETは、GUIベースで日本語

も利用できる（ただし、漢字が正常に入力

できないなど一部の機能はトライアル版で

は利用できない）。FTPは、コマンドプロン

プトから利用するタイプのものだ。とはい

え、コマンドプロンプトはウィンドウの状態

で使えるので、特にGUIベースである必要

は感じない。

FTPサーバは、単独のアプリケーション

としてではなくWindows NTのサービスの

1つとして機能するため、設定はコントロー

ルパネルから行うようになっている。匿名

FTPもサポートしている。

Windows NT 3.5の先進的機能
DHCPとWINS

Windows NT 3.5では、TCP/IPベースの

ネットワーク管理をより簡潔に行うために、

DHCPとWINSという機能を用意してい

る。特に、DHCPはモバイルコンピューテ

ィングなどのIPのアドレス割り当ての方法

として注目されるものでもある。

DHCPは、簡単に言うとDHCPサーバ

にIPアドレスをプールしておき、必要とな

ったら、クライアントに貸し出すような仕

組みである。クライアントは起動時に、

DHCPサーバに問い合わせてIPアドレスを

借りる。DHCPサーバはどのクライアント

に何というIPアドレスを貸し出したか覚え

ておき、時間が立てば回収する。こうすれ

ば、クライアント側は個々にIPアドレスを

設定する必要がない。また、BOOTPなど

に比べて、動的にIPアドレスを決めるため、

IPアドレスの有効利用ができる。

一方、動的にIPアドレスが決まると、名

前からIPアドレスを動的に解決する方法も

必要になる。これが、WINS である。

WINSサーバは、ネットワークを監視し、

どの名前とどのIPアドレスが対になるかを

自動的に管理する。もちろん、DHCPで割

り当てられたIP アドレスも記憶する。

WINSサーバに名前で問い合わせれば、最

新のデータベースからIPアドレスを探して

返してくれるのだ。

ただし、今回提供するWindows NT

Workstaion 3.5のトライアル版では、

DHCPクライアントとWINSクライアント

にはなれるが、サーバにはなれない。サー

バは、Windows NT Server 3.5に含まれる

telnetでNEMACSを使ってみた ftp.iij.ad.jpへアクセスしているところ

コントロールパネルのftpサーバ設定

ftpサーバの設定

FTPサーバの設定はコントロー

ルパネルの「FTPサーバ」アイ

コンと「ネットワーク」アイコ

ンで行う。「FTPサーバ」アイ

コンでは、現在接続しているユ

ーザーが表示される。

また「ネットワーク」アイコン

からは右図のような匿名FTPな

どの設定を行う。
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DHCPクライアントの設定は、コン

トロールパネルの「ネットワーク」ア

イコンで行う、IPアドレスはDHCP

で設定せずに、静的に割り当てるこ

ともできる。

Windows NT Server 3.5で提供され

るDHCPサーバは、とびとびのIPア

ドレスもプールすることができる。こ

のため、空きIPアドレスを有効に利

用できる。

ので、残念ながらこの機能を使うことはで

きない。製品版を待ってほしい。

あたりまえだけどうれしい新機能

インターネット関係を中心に新機能を紹

介したが、これ以外にもちょっと並べただ

けで改善された機能が次のように多数ある。

◆OpenGL APIが使える

3Dモデリングの標準APIといえるOpen

GLがサポートされた。今後、UNIX ワーク

ステーション上で開発されているCADや3D

ツールが利用できるようになるだろう。

◆OLE 2.0に対応した

Windows 3.1ではアプリケーションが提

供するDLLで実現されたOLE 2.0に完全対

応した。OLE 2.0は、16ビットサブシステム

で独立に動くアプリケーション間でも有効

で、Windows 3.1との違いを感じさせない。

◆Video for Windows Ver. 1.1に対応

多くのマルチメディア機能が標準で提供

される。もちろん、Video for Windowsも

最新版が提供される。

◆NetWareクライアント機能が標準で添

付される

Windows NT 3.1では、ついに最後まで

β版しか配布されなかったNetWareのクラ

イアント機能が標準で提供される。日本語

化されており、日本語ファイル名も問題な

く利用できる。

◆Windows 95と同じFATでの長いファイ

ル名が扱えるようになった

来年に出荷予定のWindows 95で採用さ

れるFATファイルシステムのままで8+3文

字以上のファイル名が利用できる仕掛けが

WINSサーバのデータベース

いち早く利用できる。Windows 95との互

換性も保たれるわけだ。

◆Schedule+が日本語版になる

Windows NT 3.1では、日本語化されな

かったSchedule+がきちんと日本語化され

ている。Schedule+は、ネットワーク対応

のスケジューラで、データを共有すること

で、個人的なスケジュール管理だけでなく

会議室の予約などもできる。

まとめ

インターネットに対応していて、Win-

dowsアプリケーションが動くと、Windows

NT 3.5はよいことずくめだが、いくつか問

題になることもある。

それは、プリンタドライバやディスプレ

イドライバ、ファックスモデムドライバなど

のドライバ類がWindows 3.1のものを利用

できないのだ。このため、標準からはずれ

たハードウェア構成の場合は、少し苦労す

るだろう。とはいえ、数多くのハードウェ

アのドライバが標準で添付されているため、

特にPC/AT互換機ユーザーの場合は困る

ことは少ないだろう。

こうした問題のないユーザーでインター

ネットに興味があるのならば、Windows

NT 3.5は絶対にお勧めのOSである。じつ

は私のマシンもすでにWindows NT 3.5に移

行している。

WINSサーバのデータベースは動的に

変更される。現在のデータベースを

Windows NT ServerのWINSマネー

ジャで確認できる。
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